
 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度 

新宿区地域コミュニティ事業助成 

 

様 式 集 





第１号様式（第７条関係）

　　新宿区長　宛て

団体所在地

団体名

代表者役職・氏名

電話番号

 

１　申請事業名

２　対象となる助成率 □ □

３　助成金交付申請額 金 円

４　添付書類

（１）団体の概要書

（２）事業実施計画書

（３）収支予算書

（４）その他

新宿区地域コミュニティ事業助成金交付申請書

年　　月　　日

　　新宿区地域コミュニティへの支援等に関する要綱（以下、「要綱」という。）

　　第７条の規定に基づき、下記のとおり助成金の交付を申請します。

記

４分の３ １０分の９

助成上限額：１５万円 ・ ５０万円（要綱第6条第4項）・ ３０万円（要綱第6条第5項又は第6項）
※３０万円上限を適用する事業（要綱第6条第5項又は第6項の複数の団体が連携して実施する事
業）の場合は、第１号様式 別紙の提出が必要。
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第１号様式（第７条関係）

　　新宿区長　宛て

　

連携先団体

 代表者役職・氏名

連携により見込まれる相乗効果

団体所在地

団体名

代表者役職・氏名

電話番号

 電話番号  電話番号

申請団体

 団体名  団体名

 代表者役職・氏名

 団体所在地  団体所在地

事業の連携実施に係る合意書

年　　月　　日

　新宿区地域コミュニティへの支援等に関する要綱第６条第５項又は第６項の
規定に基づき、以下のとおり事業を連携して実施することについて合意します。

　あわせて、連携先団体は申請団体に対し、新宿区地域コミュニティ事業助成
金の申請、請求、受領、実績報告及び精算に関する事項を委任し、申請団体は
これを承諾します。
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（ □ □ ）

フリガナ

団体名

□

□

□

□

□

□

□

□

□

会員数 （ ）現在

団体のウェブサイト

添付資料 □ □ □

会計担当者

※助成申請において得た個人情報は、助成の可否の通知等、本申請に関する業務以外では使用いたし
ません。

FAX番号 Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

氏名

会則・規約 会員名簿 その他団体の概要が分かるもの

事務担当者 フリガナ 団体における役職名

氏名

書類送付先住
所

電話番号 携帯番号

⑧　ボランティア団体・NPO法人等社会貢献的活動を行う団体

⑨　その他の団体

団体の概要

※概要が分かるもの
を添付でも可

【設立目的】

【団体の事業概要】

【主な活動実績】

名

団体の概要書 申請団体 連携団体

団体の種別

①　町会・自治会

②　地区町会連合会

③　地区協議会

④　マンション管理組合

⑤　マンション等共同住宅

⑥　①～⑤までのいずれかの団体を含む実行委員会

⑦　地域コミュニティ事業を行う団体
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１　概要

□ □

□

□ □ □

□ □ □

□ □

２　実施内容

全 回

全 回

３　参加者・従事者等

のべ 名

□ □

□ ポスター □ □

□ 掲示板 □ □

のべ 名

４　安全管理・個人情報の取扱い

□ □

□ □ 事務担当者 □

□ □

５　申請にあたっての確認事項

□

□

□

 事業の区分
地域全体の課題解決 安心安全なまちづくり

地域交流の促進

事業実施計画書

団体名

事業名

 ９割助成対象事業区分
路上清掃 防犯パトロール 見守り活動

防災訓練 交通安全運動 町会独自掲示板新設・移設・改修

 準備開始日 ※左記期間内に支出するものが助成金対象となり
ます。 事業終了日

 希望する助成金交付方法 概算払い 確定払い

 事業の目的・内容

 主たる事業の実施日 ※複数回実施する場合は初回実施日を記入

 主たる事業の実施回数

 主たる事業の実施場所
※複数の場所で実施する場合は主たる実施場所を記入

 打合せ・反省会等の回数 ※事業実施に要する打合せ等

 従事者数

 参加対象者

 参加予定人数

 事前申し込みの要否 事前申し込みが必要 事前申し込みは不要

 事業の周知方法（複数選択可）
チラシ ホームページ

回覧板 その他【　　　　　　　　】

 　事業終了後の個人情報の取扱 破棄 【　　　 　　　　　】で使用するため保管

 連携・協力団体

 実施にあたり講じる安全対策

 個人情報の収集の有無 収集する（以下に詳細を記入） 収集しない

 　個人情報管理者 代表者 その他 【　　　　　】

 　個人情報管理方法  

 他の補助金・助成金の交付決定を受けている事業ではありません。 はい

 営利活動・政治的活動および宗教的活動を含む事業ではありません。 はい

（掲示板に関する申請の場合）区設ではなく町会・自治会独自の掲示板です。 はい
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１　助成対象経費を太線枠内に記入してください。

経費の区分 助成率 金額（円） 備考

（裏面もあります）

その他雑費

3／4
・

9／10

（例）事務用品、コピー用紙、事業に必須の単価2万円以内の物品など

物品購入費

（例）事業実施場所までに要した交通費、下見に要した交通費など

交通費

（例）掲示板改修費用、ホームページ開設等の委託経費など

委託・工事費

（例）外部講師への謝礼金など

謝礼

（例）ポスター等印刷経費、コピー代、写真プリント代など

印刷費

（例）会議室等の使用料、バス借上げ料、機材レンタル料など

使用料・リース料

助成対象経費合計（A）

積算根拠（内訳）

（A）×　助成率

（B）

（例）切手代、郵送代、振込手数料、保険料など

収 支 予 算 書

（団体名）

（事業名）
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団体負担額

－助成金交付申請額

（G)

【事業収入がある場合は、以下の２～４を記入してください。】

積算根拠（内訳）

助成対象外経費合計

（C）

事業経費の総額(A)+(C)

（D）

事業経費の総額

（A）または（D）

積算根拠（内訳）

３　事業に要する経費の合計額を太線枠内に記入してください。

金額（円）

２　助成対象ではないが、事業を実施する上で必要な経費があれば太線枠内に記入してください。

経費の区分

収入見込額合計

（E）

・事業経費の総額（D)　―　収入見込額合計（E)
・事業収入がない場合は、記入不要

（D）－（E）

（F）

４　収入（参加費、売り上げ等）がある場合は、収入見込額を太線枠内に記入してください。

助成金交付申請額

（G)

・事業収入がある場合は（B）と（F）のうち金額の低い方
・事業収入がない場合は（B)
・上限額15万円（連携事業等の場合は上限額30万円）
・１円未満切り捨て

経費の区分

５　助成金額を太線枠内に記入してください。※１円未満切り捨て

備考

＝　団体負担見込額－収入見込額合計

(E)

備考金額（円）
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第９号様式（第１４条関係） 

 

 

新宿区地域コミュニティ事業助成金請求書 

 

                           年  月  日 

 

  新宿区長 宛て 

 

団体所在地   

団 体 名   

                  代表者役職・氏名              

                  電 話 番 号 

 

 

    年  月  日付け      第   号で 交付決定 ・ 助成金額の確定

を受けた新宿区地域コミュニティ事業助成金について、新宿区地域コミュニティへの支援

等に関する要綱第１４条の規定に基づき、下記のとおり請求いたします。 

 

記 

 

１ 助成金請求額            金             円 

 

２ 助成事業名             

 

３ 振込口座 

※ 振込口座名義が代表者と異なるときは、委任状を添付してください。その場合は、

上記「３ 振込口座」の記入は必要ありません。 

金融機関名     銀行・信金・信組 

支店名 
      本店 ・ 支店 

         支所 ・ 出張所 

口座種別 普通  ・  当座  ・  その他（    ） 

口座番号        

口座名義 

フリガナ  

 

 

7



 

第９号様式（第１４条関係） 付属 

 

助成金のお受け取りにゆうちょ銀行を指定される場合 

 

下図の示す番号をご記入ください。 
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委 任 状 

 

年  月  日 

 

新宿区長 宛て 

 

団体所在地 

団 体 名 

代表者役職・氏名                         

      電 話 番 号 

 

 私が受け取るべき新宿区地域コミュニティ事業助成金の受領については、下記の

者に受領の権限を委任します。 

 ついては、下記の預金口座に振込みください。 

 

記 

 

１ 団体名・役職・氏名 

 

２ 住 所      

 

３ 振込先口座 

 

 

 

 

 

 

 

金融機関名      銀行 ・ 信金 ・ 信組 

支店名 
      本 店 ・ 支 店 

         支 所 ・ 出張所 

口座種別 普通  ・  当座  ・  その他（    ） 

口座番号        

口座名義 

フリガナ  
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第４号様式（第９条関係） 

 

 

新宿区地域コミュニティ事業助成金交付決定内容変更申請書 

 

                         年   月   日 

 

  新宿区長 宛て 

 

団体所在地      

団 体 名     

                  代表者役職・氏名             

                  電 話 番 号 

 

 

  年  月  日付け    第   号で助成金の交付決定を受けた事業について、

新宿区地域コミュニティへの支援等に関する要綱第９条の規定に基づき、下記のとおり内

容の変更を申請いたします。 

 

記 

 

１ 助成事業名 

 

２ 変更事項   ① 変更  ② 中止  ③ 廃止 （○をつけてください） 

 

３ 変更内容 

変更前 変更後 

 

 

 

 

 

４ 理由 

 

 

５ 廃止の場合 

（助成事業を来年度以降も申請する場合、取組方法や課題等を記入してください。） 
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第６号様式（第１１条関係）

　　新宿区長　宛て

団体所在地

団体名

代表者役職・氏名

電話番号

１　助成事業名

２　添付書類

（１）事業成果報告書

（２）収支決算書

（３）収入及び支出の事実を明らかにした書類

（４）事業実施に関する資料等

　新宿区地域コミュニティへの支援等に関する要綱第１１条に基づき、下記のとおり報
告いたします。

記

年　　月　　日

新宿区地域コミュニティ事業助成金実績報告書
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１　実施結果

□ □

全 回

全 回

２　参加者・従事者等

のべ 名

□ ポスター □ □

□ 回覧板 □ □

のべ 名

３　安全管理・個人情報の取扱い

４　添付して提出する書類

□ □ □ その他【　 　　　　　　　　　】

※事前参加申込みが必要な事業は、アンケート結果を必ず添付してください。

 個人情報を収集した場合、個人情報をどのように取り扱ったか下記に記入してください。

 本報告書に添付して提出するものがある場合は、下記に記入してください。

記録写真 アンケート集計結果

 事故・トラブル・けが人等があった場合、具体的な内容と対応を下記に記入してください。

 参加対象者

 参加実績人数

 事業の周知に使用したもの
 ※複数回答可、現物を添付

チラシ ホームページ

掲示板 その他【　　　　　　　　】

 従事者数

 連携・協力団体

 主たる事業の実施場所
※複数の場所で実施の場合は主たる実施場所を記入

 打合せ・反省会等の回数 ※事業実施に要した打合せ等

 主たる事業の実施日 ※複数回実施の場合は初回実施日を記入

 主たる事業の実施回数

事業実施計画書どおり実施できた 計画に変更があった（変更箇所を以下に記載）

 事業実施内容

 準備開始日
※左記期間内に支出したものが助成金対象となり
ます。

 事業終了日

事業実施内容、実施日、実施回数等は事業実施計画書どおりの内容ですか？

事業成果報告書

団体名

事業名
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５　事業の評価

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□ □

□

□

□

□

□ □

□

□

□

□

□ □ □ □ □

□ □ □ □

□ □ □ □あった 概ねあった あまりなかった なかった

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

 地域の課題解決につながる効果はありましたか？

あった 概ねあった あまりなかった なかった

 コミュニティの活性化につながる効果はありましたか？

 参加者の満足度はどうでしたか？

 予算どおりの経費執行ができなかった場合、なぜ予算と乖離があったと思いますか？（複数回答可）

予定より安価な経費で済んだ・経費がかさんだ

予定より事業規模が縮小・拡大した

計画時点で不要な経費が見積もられていた　見積もりが甘かった

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

 当初予定した人数の参加はありましたか？ 参加があった 参加がなかった

 当初予定していた人数の参加がなかった場合、その理由は何だと思いますか？(複数回答可）

周知が十分ではなかった

事業内容が充実していなかった

天候その他事業実施日の条件が悪かった

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

 予算どおりの経費執行ができましたか？ できた できなかった

予定した内容を変更なく（回数、日数等）実施できた

アンケートや口頭で、参加者から好評な意見が多かった

地域団体等からの協力を得られた、つながりができた

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

 「計画通り実施できなかった」場合、なぜ実施できなかったと思いますか？（複数回答可）

計画に無理があった

参加者が少なく取り組む意欲がなくなった

団体メンバー間で事業に対する共通認識を図れなかった

団体としての体制が不十分だった

地域団体等との連携や協力が図れなかった

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

参加者数が目標を超えた

 事業は当初の計画どおり実施できましたか？ できた できなかった

 「計画通り実施できた」場合、なぜ実施できたと思いますか？（複数回答可）

新たな会員が増えた
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１　支出した助成対象経費を太線枠内に記入してください。

経費の区分 助成率 金額（円） 領収書番号

その他雑費

（例）切手代、郵送代、振込手数料、保険料など

3／4
・

9／10

物品購入費

（例）事業実施場所までに要した交通費、下見に要した交通費など

（例）事務用品、コピー用紙、事業に必須の単価2万円以内の物品など

交通費

謝礼

（例）掲示板改修費用、ホームページ開設等の委託経費など

（例）外部講師への謝礼金など

印刷費

（例）ポスター等印刷経費、コピー代、写真プリント代など

使用料・リース料

（例）会議室等の使用料、バス借上げ料、機材レンタル料など

助成対象経費合計
（A）

委託・工事費

（A）×　助成率

（B)

収 支 決 算 書

（団体名）

（事業名）

費用の内訳

（裏面もあります）
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４　収入（参加費、売り上げ等）があった場合は、収入額を太線枠内に記入してください。

団体負担額

－助成金交付決定額

（G）

※以下の欄は記入しないでください。（区使用欄）

３　事業に要した経費の合計額を太線枠内に記入してください。

金額（円）

２　助成対象ではないが支出した経費があれば太線枠内に記入してください。

事業経費の総額
(A)+(C)

（D）

費用の内訳

経費の区分 金額（円）

助成金交付決定額

（G）
・助成金の交付決定額を記入

【事業収入があった場合は、以下の２～４を記入してください。】

備考

備考

返還額
※概算払いの場合のみ

（Ｇ）－（Ｈ）

収入額の合計

（E）

助成確定額

（Ｈ）

事業経費の総額

(A)または(D)

５　決算額を太線枠内に記入してください。※１円未満切り捨て

・(B)と(Ｆ)と（Ｇ）のうち一番低い金額
・１円未満切り捨て

（D）－（E）

（F)

経費の区分

－収入額合計

(E)

助成対象外経費
合計

（C）

・事業経費の総額（D）－収入額の合計（E）
・事業収入がない場合は、記入不要

＝団体負担額

費用の内訳

15



下記の項目について、着色部分に入力いただいた内容が、各申請書類の項目に反映されます。

1 団体名

2 団体名（フリガナ）

3 団体所在地

4 団体代表者役職・氏名

5 電話番号

■

□

□

□

□

□

□

□

□

7 会員数

8 上記会員数はいつ時点の会員数か

9 団体の設立目的

10 団体の事業概要

11 主な活動実績

12 団体ウェブサイト

■

□

□

14 事務担当者氏名

15 事務担当者氏名（フリガナ）

16 事務担当者役職名

17 書類送付先住所

18 電話番号

19 携帯番号

20 FAX番号

21 Eメールアドレス

22 会計担当者氏名

今回の申請で添付している団体資料

会則・規約

会員名簿

その他、団体の概要が分かるもの

令和8年4月1日

6 団体の種別

①　町会・自治会

②　地区町会連合会

③　地区協議会

④　マンション管理組合

⑤　マンション等共同住宅

⑥　上記①～⑤までのいずれかの団体を含む実行委員会

⑦　地域コミュニティ事業を行う団体

⑧　ボランティア団体・NPO法人等社会貢献的活動を行う団体

⑨　その他の団体

□□　□□

地域コミュニティ助成　一括入力用シート【申請書版】（例）

申請書作成日

今回申請する団体について入力してください

○○町町会

ﾏﾙﾏﾙﾏﾁﾁｮｳｶｲ

会長　○○　○○

200人

令和8年4月1日

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

△△　△△

事務局長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

△△　△△

13

申請書の提出日を記載してください。

会則または規約等に記載されて

いる理念や目的、運営体制を記

入してください。

団体名は、会則・規約で定められた正式名称を記

入してください。役職名（会長・理事等）氏名を

正確に記入してください。

団体の活動の内容や、これまでの主な

活動実績を記載してください。

このシートに入力した内容が、

・「交付申請書」

・「事業の実施連携に係る合意書」

・「団体の概要書」

・「事業実施計画書」

の必要部分に反映されます。

電子メールでの提出の際は、住所・電話番

号の記載はしないで提出してください。

電子メールでの提出の際は、住所・電話

番号・Eメールアドレスの記載はしないで

提出してください
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今回申請する事業について、他の団体と連携して実施する場合は、連携先団体について以下を記入してください。

1 連携先団体所在地①

2 連携先団体名①

3 連携先団体代表者役職・氏名①

4 連携先団体電話番号①

5 連携先団体所在地②

6 連携先団体名②

7 連携先団体代表者役職・氏名②

8 連携先団体電話番号②

9
連携して実施をすることで、どのような相乗効

果が見込まれますか？

1 事業名

□

■

□

□

■

4 申請金額

□

■

□

□

□

□

■

□

7 第何回目の募集回に申請するか 第 1

8 事業の目的・内容

9 準備開始日

10 事業終了日

11 主たる事業実施日

12 主たる事業の実施回数

13 主たる事業の実施場所

14 打合せ・反省会等の回数

15 参加対象者

16 参加予定人数

5 ９割助成対象事業の場合の事業区分

6

○○町管内の路上

4回

○○町管内の住民

250人

○○町の安全・安心の確保と、地域住民の防犯意識向上のため、警察署

等と連携しながら、地区内のパトロールを行う。また、防犯に対する注

意事項を記載した「防犯ポスター」を作成し、町会・自治会掲示板、商

店への掲示、小中学校への配布を行う。

令和8年4月1日

令和8年8月31日

令和8年5月10日

3回

回目の募集回に申し込む

４分の３

地域交流の促進

安全安心なまちづくり

地域全体の課題解決

○○町における地域見守り活動

見守り活動

防犯パトロール

路上清掃

１０分の９

確定払い

概算払い

町会独自掲示板の新設・移設・改修

交通安全運動

防災訓練

¥150,000

希望する助成金交付方法

※いずれかの項目を選択してください

3 対象となる助成率

2 事業の区分

今回申請する事業の内容について入力してください

連携する団体の団体名は、会

則・規約で定められた正式名称

を記入してください。役職名

（会長・理事等）氏名を正確に

記入してください。

連携することによりどのような

効果があるか、具体的に記入し

てください。

助成金として申請する金

額を記載してください。

申請書に添付する「収支

予算書」の助成金申請額

と一致させてください。

申請事業の適用される助成率を選択してくだ

さい。原則は４分の３です。１０分の９は、

交通安全運動、防犯パトロール・見守り活動、

路上清掃、町会・自治会の独自掲示板の設

置・移設・改修、防災訓練に該当する事業で

収入のない事業 に限って適用されます。

打合せ開始日等、事業の準備を開始する日

（予定）を記入してください。

事業最終日や反省会等、事業に関する作業が終了する日（予

定）を記入してください。

打合せ・反省会等の実施予定回数を記入してください。

「収支予算書」に記載されている記念品数量や参加費

等の人数と同一にしてください。

事業実施前の交付を希望する場合は「概算払

い」、事業終了後の交付を希望する場合は「確

定払い」を選択してください。

全４回の募集のうち、何回目の募集に申請するかを記入

してください。主たる事業実施日がいつなのかによって、

申し込みできる募集回が異なります。
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□

■

■

□

□

■

■

■

19 従事者数

20 連携・協力団体

21 事業実施に当たり講じる予定の安全対策

■

□

■

□

□

24 （収集する場合）個人情報管理方法

□

■

1 ■

2 ■

3 □

23 （収集する場合）個人情報管理者

25
（収集する場合）事業終了後の個人情報の取

扱い

破棄する

【次年度連絡調整】で使用するため保管する

17 事前申し込みが必要かどうか

個人情報の収集の有無22
収集する

収集しない

他の補助金・助成金の交付決定を受けている事業ではありません。

 営利活動・政治的活動および宗教的活動を含む事業ではありません。

（掲示板に関する申請の場合）区設ではなく町会・自治会独自の掲示板です。

事前申し込みが必要

事前申し込みは不要

ポスター

チラシ

ホームページ

回覧板

掲示板

その他【町会公式SNS】

代表者

事務担当者

その他【　　　　　】

管内小中学校PTA　○○警察署　○○消防署

警察署と連携し複数メンバーで行動する。安全確保のためベストを着用

する。

データをパソコンで管理しパスワード設定を行う。紙媒体で収集したも

のは、鍵の付いたキャビネットで保管する。

30人

以下の点について確認のうえ、■でチェックしてください。

18 事業の周知に使用するもの（複数選択可）

必ず確認のうえ、チェック

を入れてください。

事業を連携して実施する場合には、

その団体名を記入してください。連

携団体ではないが、地元企業や消防

署等の協力がある場合には、その団

体名を記入してください。
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第１号様式（第７条関係）

　　新宿区長　宛て

団体所在地

団体名

代表者役職・氏名

電話番号

１　申請事業名

２　対象となる助成率 □ ■

３　助成金交付申請額 金 円

４　添付書類

（１）団体の概要書

（２）事業実施計画書

（３）収支予算書

（４）その他

　　第７条の規定に基づき、下記のとおり助成金の交付を申請します。

記

150,000

助成上限額：１５万円・５０万円（要綱第6条第4項）・３０万円（要綱第6条第5項又は第6項）
※３０万円上限を適用する事業（要綱第6条第5項又は第6項の複数の団体が連携して実施する事
業）の場合は、第１号様式 別紙の提出が必要。

新宿区地域コミュニティ事業助成金交付申請書（記入例）

令和8年4月1日

○○町町会

会長　○○　○○

　　新宿区地域コミュニティへの支援等に関する要綱（以下、「要綱」という。）

４分の３ １０分の９

○○町における地域見守り活動

申請事業の適用される助成率を選択してくだ

さい。原則は４分の３です。１０分の９は、

交通安全運動、防犯パトロール・見守り活動、

路上清掃、町会・自治会の独自掲示板の設

置・移設・改修、防災訓練に該当する事業で

収入のない事業 に限って適用されます。

助成金として申請する金額に対

応する助成上限額に○を付けて

ください。原則は１５万円です。

その他添付書類として「会則・規約」「会員名簿」を提出してください。

※町会・自治会独自の掲示板の改修・新設・移転の申請の場合は、上記添付書

類のほかに必要な書類があります。

※複数の団体が連携して助成上限３０万円が適用される事業を実施する場合は、

第１号様式別添および連携する団体の概要書、「会則・規約」「会員名簿」も

提出してください。

助成金として申請する金額を記載してく

ださい。申請書に添付する「収支予算

書」の助成金申請額と一致させてくださ

い。

団体名は、会則・規約で定められた正

式名称を記入してください。役職名

（会長・理事等）氏名を正確に記入し

てください。

電子メールでの提出の際は、住所・電

話番号・Eメールアドレスの記載はしな

いで提出してください。
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第１号様式（第７条関係）

　　新宿区長　宛て

　

連携先団体

 代表者役職・氏名

連携により見込まれる相乗効果

団体所在地

団体名

代表者役職・氏名

電話番号

事業の連携実施に係る合意書（記入例）

令和8年4月1日

　新宿区地域コミュニティへの支援等に関する要綱第６条第５項又は第６項の
規定に基づき、以下のとおり事業を連携して実施することについて合意します。

　あわせて、連携先団体は申請団体に対し、新宿区地域コミュニティ事業助成
金の申請、請求、受領、実績報告及び精算に関する事項を委任し、申請団体は
これを承諾します。

○○　○○

△△△

会長　○○　○○

○○町町会

 団体所在地

 団体名

 電話番号

 団体所在地

 団体名

 電話番号

 代表者役職・氏名

○○町管内のマンション△△△、□□□と連携して行いマンションの住民にも参加し
てもらうこと、新たなつながりを構築できる。

申請団体

□□□

○○　○○

この合意書は、複数の団体が連携して助成上限３０万円が適

用される事業を実施する場合に提出してください。

各団体名は正式名称でご記入ください。電子メールでの提出の際は、住所・電話番号・E

メールアドレスの記載はしないで提出してください。

電子メールでの提出の際は、住所・電話番号の

記載はしないで提出してください。
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（ ■ □ ）

フリガナ

団体名

■

□

□

□

□

□

□

□

□

会員数 （ ）現在

団体のウェブサイト

添付資料 ■ □ □

会計担当者

団体の種別

申請団体 連携団体（記入例）団体の概要書

氏名 □□　□□

事務局長

書類送付先住
所

会則・規約 会員名簿 その他団体の概要が分かるもの

団体の概要

※概要が分かるもの
を添付でも可

【設立目的】

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

【団体の事業概要】

※助成申請において得た個人情報は、助成の可否の通知等、本申請に関する業務以外では使用いたし
ません。

電話番号 携帯番号

FAX番号 Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

事務担当者 フリガナ △△　△△ 団体における役職名

氏名 △△　△△

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

【主な活動実績】

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

200 名 令和8年4月1日

ﾏﾙﾏﾙﾏﾁﾁｮｳｶｲ

○○町町会

①　町会・自治会

②　地区町会連合会

③　地区協議会

⑨　その他の団体

④　マンション管理組合

⑤　マンション等共同住宅

⑥　①～⑤までのいずれかの団体を含む実行委員会

⑦　地域コミュニティ事業を行う団体

⑧　ボランティア団体・NPO法人等社会貢献的活動を行う団体

複数団体の連携事業の場合、申請団体

か連携団体かわかるようにチェックを

入れてください。

電子メールでの提出

の際は、住所・電話

番号・Eメールアドレ

スの記載はしないで

提出してください。
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１　概要

□ ■

□

□ ■ □

□ □ □

■ □

２　実施内容

全 回

全 回

３　参加者・従事者等

のべ 名

□ ■

■ ポスター □ ■

■ 掲示板 ■ ■

のべ 名

４　安全管理・個人情報の取扱い

■ □

■ □ 事務担当者 □

□ ■

５　申請にあたっての確認事項

■

■

□

 事業の区分
地域全体の課題解決 安心安全なまちづくり

地域交流の促進

事業実施計画書（記入例）

団体名 ○○町町会

事業名 ○○町における地域見守り活動

 ９割助成対象事業区分
路上清掃 防犯パトロール 見守り活動

防災訓練 交通安全運動 町会独自掲示板新設・移設・改修

 準備開始日 令和8年4月1日 ※左記期間内に支出するものが助成金対象となり
ます。 事業終了日 令和8年8月31日

 希望する助成金交付方法 概算払い 確定払い

 事業の目的・内容

○○町の安全・安心の確保と、地域住民の防犯意識向上のため、警察署等と
連携しながら、地区内のパトロールを行う。また、防犯に対する注意事項を
記載した「防犯ポスター」を作成し、町会・自治会掲示板、商店への掲示、
小中学校への配布を行う。

 主たる事業の実施日 令和8年5月10日 ※複数回実施する場合は初回実施日を記入

 主たる事業の実施回数 3

 主たる事業の実施場所
○○町管内の路上

※複数の場所で実施する場合は主たる実施場所を記入

 打合せ・反省会等の回数 4 ※事業実施に要する打合せ等

 事業の周知方法（複数選択可）

 従事者数 30

 参加対象者 ○○町管内の住民

 参加予定人数 250

 事前申し込みの要否 事前申し込みが必要 事前申し込みは不要

破棄 【次年度連絡調整】で使用するため保管する

 連携・協力団体 管内小中学校PTA　○○警察署　○○消防署

 実施にあたり講じる安全対策
警察署と連携し複数メンバーで行動する。安全確保のためベストを着用す
る。

 個人情報の収集の有無 収集する（以下に詳細を記入） 収集しない

（掲示板に関する申請の場合）区設ではなく町会・自治会独自の掲示板です。

チラシ

回覧板

ホームページ

その他【町会公式SNS】

はい

はい

はい

 他の補助金・助成金の交付決定を受けている事業ではありません。

 営利活動・政治的活動および宗教的活動を含む事業ではありません。

 　個人情報管理者 代表者 その他【　　　　　】

 　個人情報管理方法
データをパソコンで管理しパスワード設定を行う。紙媒体で収集したもの
は、鍵の付いたキャビネットで保管する。

 　事業終了後の個人情報の取扱

事業実施前の交付を希望する場合は「概算払

い」、事業終了後の交付を希望する場合は

「確定払い」を選択してください。

反省会、片付け等、今回の事業に関する作

業が終了する予定日を記入してください。

打合せ開始日等、今回の事業の準備を開始

する予定日を記入してください。

「収支予算書」に記載の記念品数量や参加費等の人数と同一にしてください。
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１　助成対象経費を太線枠内に記入してください。

経費の区分 助成率 金額（円） 備考

（例）切手代、郵送代、振込手数料、保険料など

収 支 予 算 書

（団体名）○○地区町会連合会

（事業名）町会加入促進イベント（○○公園まつり）

積算根拠（内訳）

（A）×　助成率

（B）

助成対象経費合計（A）

（例）会議室等の使用料、バス借上げ料、機材レンタル料など

使用料・リース料

謝礼

（例）ポスター等印刷経費、コピー代、写真プリント代など

印刷費

（例）事業実施場所までに要した交通費、下見に要した交通費など

交通費

（例）掲示板改修費用、ホームページ開設等の委託経費など

委託・工事費

（例）外部講師への謝礼金など

（裏面もあります）

その他雑費

3／4
・
9／10

（例）事務用品、コピー用紙、事業に必須の単価2万円以内の物品など

物品購入費

積算根拠（内訳）には、経費の内訳
がわかるよう、単価、数量を具体的
に記入してください。
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団体負担額

備考金額（円）

備考

（D）－（E）

（F）

４　収入（参加費、売り上げ等）がある場合は、収入見込額を太線枠内に記入してください。

助成金交付申請額

（G)

・事業収入がある場合は（B）と（F）のうち金額の低い方
・事業収入がない場合は（B)
・上限額15万円（連携事業等の場合は上限額30万円）
・１円未満切り捨て

経費の区分

５　助成金額を太線枠内に記入してください。※１円未満切り捨て

積算根拠（内訳）

３　事業に要する経費の合計額を太線枠内に記入してください。

金額（円）

２　助成対象ではないが、事業を実施する上で必要な経費があれば太線枠内に記入してください。

経費の区分

収入見込額合計

（E）

・事業経費の総額（D)　―　収入見込額合計（E)
・事業収入がない場合は、記入不要

積算根拠（内訳）

助成対象外経費合計

（C）

事業経費の総額(A)+(C)

（D）

【事業収入がある場合は、以下の２～４を記入してください。】

助成上限額１5万円の場合を例示しています。
その他の助成上限額が適用される場合は、それぞれの上限額になります。
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１　助成対象経費を太線枠内に記入してください。

経費の区分 助成率 金額（円） 備考

（A）×　助成率

（B）

（裏面もあります）

その他雑費

（例）切手代、郵送代、振込手数料、保険料など

助成対象経費合計（A）

（例）事務用品、コピー用紙、事業に必須の単価2万円以内の物品など

交通費

（例）事業実施場所までに要した交通費、下見に要した交通費など

謝礼

（例）外部講師への謝礼金など

物品購入費

（例）会議室等の使用料、バス借上げ料、機材レンタル料など

委託・工事費

（例）掲示板改修費用、ホームページ開設等の委託経費など

印刷費

3／4
・
9／10

（例）ポスター等印刷経費、コピー代、写真プリント代など

使用料・リース料

収 支 予 算 書

（団体名）○○地区協議会

（事業名）区民交流カフェ（年１２回実施）

積算根拠（内訳）

積算根拠（内訳）には、経費の内訳
がわかるよう、単価、数量を具体的
に記入してください。
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団体負担額

（D）－（E）

（F）

・事業経費の総額（D)　―　収入見込額合計（E)
・事業収入がない場合は、記入不要

助成金交付申請額

（G)

・事業収入がある場合は（B）と（F）のうち金額の低い方
・事業収入がない場合は（B)
・上限額15万円（連携事業等の場合は上限額30万円）
・１円未満切り捨て

参加費

収入見込額合計

（E）

５　助成金額を太線枠内に記入してください。※１円未満切り捨て

事業経費の総額(A)+(C)

（D）

４　収入（参加費、売り上げ等）がある場合は、収入見込額を太線枠内に記入してください。

経費の区分 金額（円） 積算根拠（内訳） 備考

助成対象外経費合計

（C）

３　事業に要する経費の合計額を太線枠内に記入してください。

【事業収入がある場合は、以下の２～４を記入してください。】

２　助成対象ではないが、事業を実施する上で必要な経費があれば太線枠内に記入してください。

経費の区分 金額（円） 積算根拠（内訳） 備考

収入がある事業を実施する場合のみご記入ください。

この欄を使用して、団体負担の程度を把握し、
経費と収入のバランスをご検討ください。

収入のある事業の助成金交付申請額は、
経費(A)×助成率３／４(B)と、
経費(A)＋助成対象外経費(C)の合計(D)から収入見込額(E)を引いた額(F)
を比べて低い方が申請額になります。

記載例の場合、(F)の金額37,024円が申請額になります。
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第９号様式（第１４条関係） 

 

 

新宿区地域コミュニティ事業助成金請求書 

 

                           ○○年○○月○○日 

 

  新宿区長 宛て 

 

団体所在地   

団 体 名   

                  代表者役職・氏名              

                  電 話 番 号 

 

 

  ○○年○○月○○日付け○新地〇第○○○号で 交付決定 ・ 助成金額の確定を受

けた新宿区地域コミュニティ事業助成金について、新宿区地域コミュニティへの支援等に

関する要綱第１４条の規定に基づき、下記のとおり請求いたします。 

 

記 

 

１ 助成金請求額            金  ○○○，○○○ 円 

 

２ 助成事業名  ○○○○○○○○○○○○           

 

３ 振込口座 

※ 振込口座名義が代表者と異なるときは、委任状を添付してください。その場合は、

上記「３ 振込口座」の記入は必要ありません。 

金融機関名          ○○○○○○    銀行・信金・信組 

支店名 
○○○○○○    本店 ・ 支店 

            支所 ・ 出張所 

口座種別 普通  ・  当座  ・  その他（    ） 

口座番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

口座名義 

フリガナ ○○○   ○○○ 

○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○ 

助成金交付申請書と同じ記載になります。 

電子メールでの提出の際は、住所・電話番

号の記載はしないで提出してください。 
新宿区長から申請者あての「交付

決定通知書」または「助成金確定

通知書」の文書番号・日付を記載

してください。 

請求書の提出日を記入して

ください。 

どちらかを○で囲ってください。概算払いの場合

は「交付決定」に○、確定払いの場合は「助成金

額の確定」に○をしてください。 
「交付決定通知書」の助成金交付決定額を記載し

てください。 

「交付決定通知書」に明示した助成事業名を記載してください。 

ゆうちょ銀行の口座に振り込む場

合は、付属書に示す番号を記入し

てください。 
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第９号様式（第１４条関係） 付属 

 

助成金のお受け取りにゆうちょ銀行を指定される場合 

 

下図の示す番号をご記入ください。 
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- 

委 任 状 

 

○○年○○月○○日 

 

新宿区長 宛て 

 

団体所在地 

団 体 名 

代表者役職・氏名             

      電 話 番 号 

 

 私が受け取るべき新宿区地域コミュニティ事業助成金の受領については、下記の

者に受領の権限を委任します。 

 ついては、下記の預金口座に振込みください。 

 

記 

 

１ 団体名・役職・氏名  ○○団体  ○○   ○○ ○○ 

 

２ 住 所        ○○区○○町〇丁目〇番〇号 

 

３ 振込先口座 

 

 

 

 

 

 

 

金融機関名 
  ○ ○ ○ ○   銀行 ・ 信金 ・ 信組 

支店名 
○ ○         本 店 ・ 支 店 

        支 所 ・ 出張所 

口座種別 普通  ・  当座  ・  その他（    ） 

口座番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

口座名義 

フリガナ ○○○○○○○○○ 

○○○○ ○○○○ ○○○○ 

 

 

団体名、「会計」などの役職、助成金受領者氏名 

をご記入ください。 

ゆうちょ銀行の口座に振り込む場合は、 

請求書の付属書に示す番号をご記入ください。 
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第４号様式（第９条関係） 

 

 

新宿区地域コミュニティ事業助成金交付決定内容変更申請書 

 

                         〇〇年○○月○○日 

 

  新宿区長 宛て 

 

団体所在地      

団 体 名     

                  代表者役職・氏名             

                  電 話 番 号 

 

 

 ○○年○○月○○日付け○新地〇第○○○号で助成金の交付決定を受けた事業について、

新宿区地域コミュニティへの支援等に関する要綱第９条の規定に基づき、下記のとおり内

容の変更を申請いたします。 

 

記 

 

１ 助成事業名 

 

２ 変更事項   ① 変更  ② 中止  ③ 廃止 （○をつけてください） 

 

３ 変更内容 

変更前 変更後 

  

４ 理由 

 

 

 

５ 廃止の場合 

（助成事業を来年度以降も申請する場合、取組方法や課題等を記入してください。） 

申請書の提出日を記載してくだ

さい。 

新宿区長→申請者あての「交付決定通知書」

の文書番号・日付を記載してください。 

助成金交付申請書と同じ記載に

なります。 

「交付決定通知書」に記載された助成事業名を記入してください。 

 

事業を変更、中止又は廃止する理由を具体的に記入してください。 

また、必要に応じて理由が説明できる書類を添付してください。 

助成金申請時に計画していた内容を記入し

てください。 

どのように変更するか記入してください。 
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下記の項目について、着色部分に入力いただいた内容が、各報告書類の項目に反映されます。

1 団体名

2 団体名（フリガナ）

3 団体所在地

4 団体代表者役職・氏名

5 電話番号

1 事業名

□

■

3 事業実施内容

4 準備開始日

5 事業終了日

6 主たる事業実施日

7 主たる事業の実施回数

8 主たる事業の実施場所

9 打合せ・反省会等の回数

10 参加対象者

11 参加実績人数

■

□

□

■

■

■

13 従事者数

14 連携・協力団体

15
事故・トラブル・けが人等があった場合、具体的な内容

と対応を下記に記入してください。

16
個人情報を収集した場合、個人情報をどのように取り

扱ったか記入してください。

■

■

□

2
事業実施内容、実施日、実施回数等は事業実施計画書ど

おりの内容ですか？

事業実施計画書どおり実施できた

計画に変更があった（変更箇所を以下に記載）

ﾏﾙﾏﾙﾏﾁﾁｮｳｶｲ

○○町における地域見守り活動

今回報告する事業の内容について入力してください

地域コミュニティ助成　一括入力用シート【報告書版】（記入例）

報告書作成日 令和8年9月1日

今回報告する団体について入力してください

○○町町会

パソコンで管理しパスワード設定を行った。紙媒体は鍵の付いたキャビ

ネットで保管している。

会長　○○　○○

○○町管内の住民

300人

令和8年8月15日

30人

管内小中学校PTA　○○警察署　○○消防署

パトロール中に転倒した参加者がいた。けが等は無かったが再発防止の

ためヘッドライト等を用意した。

12 事業の周知に使用したもの（複数選択可）

ポスター

チラシ

ホームページ

回覧板

掲示板

その他【町会公式SNS】

17
報告書に添付して提出するものがある場合は、記入して

ください。

記録写真

アンケート集計結果

その他【　　　　　　　　】

このシートに入力した内容が、

・「実績報告書」

・「事業成果報告書」

の必要部分に反映されます。

報告書の提出日を記載してください。

「交付決定通知書」に記載された助成事業名を記載してください。

計画に変更があった場合は、変更内容を以下に記入してください。

（開始日や終了日が変わった、等）

「収支決算書」に記載されている記念品数量

や参加費等の人数と同一にしてください。

電子メールでの提出の際は、住所・電話

番号の記載はしないで提出してください。
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■

□

□

■

□ 予定した内容を変更なく（回数、日数等）実施できた

■ アンケートや口頭で、参加者から好評な意見が多かった

□ 地域団体等からの協力を得られた、つながりができた

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□ 予定より安価な経費で済んだ・経費がかさんだ

□ 予定より事業規模が縮小・拡大した

□

□

■

□

□

□ 事業内容が充実していなかった

□ 天候その他事業実施日の条件が悪かった

□

■

□

□

□

□

■

□

□

□

■

□

□

□

参加者数が目標を超えた

計画通り実施できなかった場合、なぜ実施できなかった

と思いますか？（複数回答可）

できた
事業は当初の計画通り実施できましたか？

できなかった

新たな会員が増えた

計画通り実施できた場合、なぜ実施できたと思います

か？（複数回答可）

18

19

20

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

当初予定していた人数の参加がなかった場合、その理由

は何だと思いますか？(複数回答可）

予算どおりの経費執行ができなかった場合、なぜ予算と

乖離があったと思いますか？（複数回答可）

参加があった

計画時点で不要な経費が見積もられていた　見積もりが甘かった

予算どおりの経費執行ができましたか？
できた

できなかった

なかった

あった

やや不満

不満

参加がなかった

普通

あまりなかった

計画に無理があった

参加者が少なく取り組む意欲がなくなった

団体メンバー間で事業に対する共通認識を図れなかった

団体としての体制が不十分だった

地域団体等との連携や協力が図れなかった

21

22

24

25

26

27

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

23

概ねあった

あまりなかった

なかった

地域の課題解決につながる効果はありましたか？

コミュニティの活性化につながる効果はありましたか？

当初予定してた人数の参加はありましたか？

周知が十分ではなかった

満足

やや満足

参加者の満足度はどうでしたか？

あった

概ねあった
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第６号様式（第１１条関係）

　　新宿区長　宛て

団体所在地

団体名

代表者役職・氏名

電話番号

１　助成事業名

２　添付書類

（１）事業成果報告書

（２）収支決算書

（３）収入及び支出の事実を明らかにした書類

（４）事業実施に関する資料等

○○町町会

新宿区地域コミュニティ事業助成金実績報告書（記入例）

令和8年9月1日

会長　○○　○○

　新宿区地域コミュニティへの支援等に関する要綱第１１条に基づき、下記のとおり報
告いたします。

記

○○町における地域見守り活動

報告書の提出日を記載してください。

「交付決定通知書」に記載された助成事業名を記載してください。

（３）収入及び支出の事実を明らかにした書類・・・

・事業に要した経費の領収書の写しなど（処理の例：経費区分ごとにA４用紙に貼付し合計金額を記載）

・参加費等の収入の内訳がわかり資料（収入があった場合 様式は募集要項参照）

（４）事業実施に関する資料等・・・

・事業の様子がわかる記録写真（写真はA４用紙に貼付してください）

・事業の周知等に使用したもの（チラシ・パンフレット等の配布物）

・アンケートの内容および集計結果（実施した場合 様式は自由）

電子メールでの提出の際は、住

所・電話番号の記載はしないで提

出してください。
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１　実施結果

□ ■

全 回

全 回

２　参加者・従事者等

のべ 名

■ ポスター □ □

■ 回覧板 ■ ■

のべ 名

３　安全管理・個人情報の取扱い

４　添付して提出する書類

■ ■ □ その他【　　　　　　　　】

※事前参加申込みが必要な事業は、アンケート結果を必ず添付してください。

事業実施内容、実施日、実施回数等は事業実施計画書どおりの内容ですか？

計画に変更があった（変更箇所を以下に記載）事業実施計画書どおり実施できた

 主たる事業の実施日 ※複数回実施の場合は初回実施日を記入

 事業実施内容

 準備開始日
※左記期間内に支出したものが助成金対象となり
ます。

 事業終了日 令和8年8月15日

事業成果報告書（記入例）

団体名 ○○町町会

事業名 ○○町における地域見守り活動

 参加実績人数 300

 主たる事業の実施回数

 主たる事業の実施場所
※複数の場所で実施の場合は主たる実施場所を記入

 打合せ・反省会等の回数 ※事業実施に要した打合せ等

 参加対象者 ○○町管内の住民

パソコンで管理しパスワード設定を行った。紙媒体は鍵の付いたキャビネットで保管している。

 事業の周知に使用したもの
 ※複数回答可、現物を添付

チラシ ホームページ

掲示板 その他【町会公式SNS】

 従事者数 30

 連携・協力団体 管内小中学校PTA　○○警察署　○○消防署

 事故・トラブル・けが人等があった場合、具体的な内容と対応を下記に記入してください。

パトロール中に転倒した参加者がいた。けが等は無かったが再発防止のためヘッドライト等を用意した。

 個人情報を収集した場合、個人情報をどのように取り扱ったか下記に記入してください。

 本報告書に添付して提出するものがある場合は、下記に記入してください。

記録写真 アンケート集計結果

「交付決定通知書」に記載された助成

事業名を記載してください。

計画に変更があった場合は、変更内容を以下に記入して

ください。（開始日や終了日が変わった、等）

計画どおりに実施した場合は、内容の記載は不要です。

「収支決算書」に記載されている記念品数量

や参加費等の人数と同一にしてください。
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５　事業の評価

■ □

□

■

□

■

□

□

□

□

□

□

□

□

■ □

□

□

□

□

■ □

□

□

□

□

■ □ □ □ □

■ □ □ □

■ □ □ □

地域団体等からの協力を得られた、つながりができた

 事業は当初の計画どおり実施できましたか？ できた できなかった

 「計画通り実施できた」場合、なぜ実施できたと思いますか？（複数回答可）

新たな会員が増えた

参加者数が目標を超えた

予定した内容を変更なく（回数、日数等）実施できた

アンケートや口頭で、参加者から好評な意見が多かった

 予算どおりの経費執行ができなかった場合、なぜ予算と乖離があったと思いますか？（複数回答可）

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

 「計画通り実施できなかった」場合、なぜ実施できなかったと思いますか？（複数回答可）

計画に無理があった

参加者が少なく取り組む意欲がなくなった

団体メンバー間で事業に対する共通認識を図れなかった

団体としての体制が不十分だった

地域団体等との連携や協力が図れなかった

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

 予算どおりの経費執行ができましたか？ できた できなかった

 参加者の満足度はどうでしたか？

予定より安価な経費で済んだ・経費がかさんだ

予定より事業規模が縮小・拡大した

計画時点で不要な経費が見積もられていた　見積もりが甘かった

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

 当初予定した人数の参加はありましたか？ 参加があった 参加がなかった

 当初予定していた人数の参加がなかった場合、その理由は何だと思いますか？(複数回答可）

周知が十分ではなかった

事業内容が充実していなかった

天候その他事業実施日の条件が悪かった

その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

あった 概ねあった あまりなかった なかった

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

 地域の課題解決につながる効果はありましたか？

あった 概ねあった あまりなかった なかった

 コミュニティの活性化につながる効果はありましたか？

それぞれの設問で該当すると思われる項目を選択してください。
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１　支出した助成対象経費を太線枠内に記入してください。

経費の区分 助成率 金額（円） 領収書番号費用の内訳

（裏面もあります）

収 支 決 算 書

（団体名）〇〇地区町会連合会

（事業名）町会加入促進イベント（〇〇公園まつり）

助成対象経費合計
（A）

委託・工事費

（A）×　助成率

（B)

①、②印刷費

（例）ポスター等印刷経費、コピー代、写真プリント代など

使用料・リース料 ③、④

（例）会議室等の使用料、バス借上げ料、機材レンタル料など

⑤

（例）掲示板改修費用、ホームページ開設等の委託経費など

（例）外部講師への謝礼金など

⑮
⑯

⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

⑭
（交通費は
内訳書も可）

（例）事業実施場所までに要した交通費、下見に要した交通費など

（例）事務用品、コピー用紙、事業に必須の単価2万円以内の物品など

交通費

謝礼

その他雑費

（例）切手代、郵送代、振込手数料、保険料など

3／4
・
9／10

物品購入費

領収書ごとに①から順に番号を付けてください。
番号順に領収書を用意してください。

支出した助成対象経費すべてにおいて、支出を証明する領収書
等（写）を提出してください（公共交通機関分は除く）。

費用の内訳には、経費の内容がわかるよう、
単価、数量を具体的に記入してください。
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４　収入（参加費、売り上げ等）があった場合は、収入額を太線枠内に記入してください。

団体負担額

※以下の欄は記入しないでください。（区使用欄）

経費の区分

助成対象外経費
合計

（C）

・事業経費の総額（D）－収入額の合計（E）
・事業収入がない場合は、記入不要

費用の内訳

返還額
※概算払いの場合のみ
（Ｇ）－（Ｈ）

収入額の合計

（E）

助成確定額

（Ｈ）

５　決算額を太線枠内に記入してください。※１円未満切り捨て

・(B)と(Ｆ)と（Ｇ）のうち一番低い金額
・１円未満切り捨て

（D）－（E）

（F)

助成金交付決定額

（G）
・助成金の交付決定額を記入

【事業収入があった場合は、以下の２～４を記入してください。】

備考

備考

事業経費の総額
(A)+(C)

（D）

費用の内訳

経費の区分 金額（円）

３　事業に要した経費の合計額を太線枠内に記入してください。

金額（円）

２　助成対象ではないが支出した経費があれば太線枠内に記入してください。

助成金額の確定は実績報告書の内容に基づき行います。

（B）の金額が（G）の金額を下回った場合、その差額を返還していただきます。

※記載例の場合、（B）の金額が（G）の金額を上回っているため、返還金はありません。
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１　支出した助成対象経費を太線枠内に記入してください。

経費の区分 助成率 金額（円） 領収書番号

③
④
⑤

69,024

51,768
（A）×　助成率

（B)

（裏面もあります）

その他雑費

（例）切手代、郵送代、振込手数料、保険料など

助成対象経費合計
（A）

⑥
⑦
⑧
⑨

（例）事務用品、コピー用紙、事業に必須の単価2万円以内の物品など

交通費

（例）事業実施場所までに要した交通費、下見に要した交通費など

謝礼 41,100

健康講座講師謝礼（医師）
（年3回：実施月　4月、6月、10月）
　＠13,700×1時間×3回＝41,100円

（例）外部講師への謝礼金など

物品購入費 13,524

カフェ運営用
　コーヒー粉　＠400×6袋×1.08＝2,592円
　袋菓子　　　＠380×6袋×1.08＝2,462円
　コーヒーメーカー　＠6,500×1台×1.1＝7,150円
　ペーパーフィルター　＠200×6袋×1.1＝1,320円

（例）会議室等の使用料、バス借上げ料、機材レンタル料など

委託・工事費

（例）掲示板改修費用、ホームページ開設等の委託経費など

印刷費

3／4
・

9／10

13,200

周知用ポスター印刷  ＠10×1,200枚×1.1＝13,200円

①

（例）ポスター等印刷経費、コピー代、写真プリント代など

使用料・リース料 1,200

荷物運搬用駐車場代
　@300×1時間×4回＝1,200円

②

収 支 決 算 書

【収入がある場合】
（団体名）○○地区協議会

（事業名）区民交流カフェ（年１２回実施）

費用の内訳

領収書ごとに①から順に番号を付けてください。
番号順に領収書を用意してください。

費用の内訳には、経費の内容がわかるよう、
単価、数量を具体的に記入してください。

支出した助成対象経費すべてにおいて、支出を証明する領収書
等（写）を提出してください（公共交通機関分は除く）。
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48,000

⑩

48,000

117,024

４　収入（参加費、売り上げ等）があった場合は、収入額を太線枠内に記入してください。

90,000

90,000

27,024

37,024

団体負担額

－助成金交付決定額

（G）

37,024

※以下の欄は記入しないでください。（区使用欄）

117,024 90,000
0

(▲10,000）

助成確定額

（Ｈ）

・(B)と(Ｆ)と（Ｇ）のうち一番低い金額
・１円未満切り捨て

返還額
※概算払いの場合のみ

（Ｇ）－（Ｈ）

（D）－（E）

（F)

・事業経費の総額（D）－収入額の合計（E）
・事業収入がない場合は、記入不要

助成金交付決定額

（G）
・助成金の交付決定額を記入

事業経費の総額

(A)または(D)

－収入額合計

(E)

＝団体負担額

参加費 参加費＠200×450人（年12回）＝80,000

収入額の合計

（E）

５　決算額を太線枠内に記入してください。※１円未満切り捨て

事業経費の総額
(A)+(C)

（D）

経費の区分 金額（円） 費用の内訳 備考

その他経費
スタッフ弁当代
＠800×5人×12回＝48,000円

助成対象外経費
合計

（C）

３　事業に要した経費の合計額を太線枠内に記入してください。

【事業収入があった場合は、以下の２～４を記入してください。】

２　助成対象ではないが支出した経費があれば太線枠内に記入してください。

経費の区分 金額（円） 費用の内訳 領収書番号

収入がある事業を実施した場合は、助成対象とならない経費
についても記入してください。

支出を証明する領収書等（写）を必ず提出してください。

収入を証する書面を提出してください。（募集要項Ｐ.20の「収入報告書の
見本」を参考にしてください。

助成金額の確定は実績報告書の内容に基づき行います。
（B）と（F）のいずれか低い金額が（G）の金額を下回った場合、その差額を返還していただきます。

なお、事業に要した経費から算定した（B）又は（F）の額が（G）の金額を上回った場合でも、

不足分の追加交付は行いません。

※記載例の場合、（F）の金額が助成確定額になります。

交付決定額（G）が助成確定額を上回っているため、返還となります。

39


